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空調機器とは①
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冷凍サイクル 型式 種類 主な空調用途の例 主な冷媒

蒸気圧縮冷凍サイクル 容積圧縮式 往復動式
（レシプロ式）

往復動式
（レシプロ式）

パッケージ型空調機
カーエアコンディショナー

フロン類 等

回転式 ロータリー式 空調全般
ルームエアコンディショナー
カーエアコンディショナー

フロン類
アンモニア 等

スクロール式 空調全般
ルームエアコンディショナー
カーエアコンディショナー

フロン類 等

スクリュー式 空調全般 フロン類
アンモニア 等

遠心式
（ターボ式）

遠心冷凍機
（ターボ冷凍機）

大型空調 フロン類 等

エゼクタ式 蒸気噴射冷凍機 船舶用空調
紡績工場・化学工場空調

水

吸収冷凍サイクル 吸収型 吸収式冷凍機／冷
温水機

空調全般 水

空気冷凍サイクル ボルテックスチュー
ブ

特殊用途（冷房服） 空気

空気圧縮冷凍機 航空機空調 空気

ペルチェ効果 電子冷凍機 ・ホテル等の小型冷蔵庫
・潜水艦・宇宙船の冷暖房

なし

磁気冷凍 磁気冷凍機 （研究開発中） なし

(出典)空気調和衛生工学会 空気調和衛生工学便覧等を基に事務局作成

●空調機器の分類
・空調機器とは、対象とする空間の空気の温度・湿度・流量・清浄度等を調節して供給するための機器である。

・労働環境の維持や居住空間の快適性のための「保健空調（対人空調）」と物品の品質管理・保持や動植物の生
育環境の維持等を目的とした「産業空調」がある。
・さまざまな方式があるが、フロン等の冷媒が使用されているのは主に「蒸気圧縮冷凍サイクル方式」である。

フロン等の冷媒
が使用されてい
る方式



（参考）蒸気圧縮冷凍サイクルの仕組み（冷房の場合）
・蒸気圧縮冷凍サイクル方式は一般的に圧縮機（コンプレッサー）、凝縮器、膨張弁、蒸発器の４要素とこれらを接続する
冷媒配管で構成される。 （凝縮器と蒸発器は、熱交換器とも呼ばれる）

・蒸発器で発生した低温低圧の気体冷媒を、①圧縮機で圧縮して高温高圧の気体にし、②凝縮器で放熱するとともに液
化し、③膨張弁で減圧して低温低圧の液体とし、④蒸発器で気化させて気化熱で熱を奪い取る（吸熱）、というサイクルを
繰り返すことにより空気を冷却する（暖房の場合はこのサイクルを逆にする。）。
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空調機器とは②
●蒸気圧縮冷凍サイクル方式の中の分類
・ フロン等の冷媒を使用する「蒸気圧縮冷凍サイクル方式」 の空調機器にも用途に応じて多種多様なものがあ
り、大きくは「家庭用」と「業務用」、「輸送機関用」に分けられる。
・業務用空調機器は、機械構造や設置環境、用途等に応じて更に詳細な区分に分類される。
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用途区分 製品区分 空調方式 一体型／分離型 室内機の数 製品区分（詳細区分） 備考

家庭用 家庭用エアコンディショナー 直膨式

分離型

シングル

ルームエアコンディショナー（壁掛形、天井吊下形）

ルームエアコンディショナー（床置形）
漏えいしたガスが拡散しづらい構造のため､
壁掛型等とは異なる安全上のリスク評価が
必要。

ハウジングエアコンディショナー（壁埋込形・天井カセット）

マルチ（同時/個別制御） ハウジングマルチエアコンディショナー
冷媒充塡量が多いため､壁掛型等とは異な
る安全上のリスク評価が必要。

シングル その他（冷房専用機、除湿専用機等）

一体型 シングル
ウインドウ形、ウォールスルー形

その他（移動形、スポットエアコンディショナー、除湿機等）

業務用

製品区分（中区分） 空調方式 一体型／分離型 室内機の数 製品区分（詳細区分） 備考

業務用エアコン
ディショナー

（業務用１）
店舗・オフィス用エアコンディ
ショナー

直膨式

分離型

シングル
／マルチ（同時）

店舗・オフィス用エアコンディショナー
(天井カセット形、天吊形、壁掛形、埋込形）

店舗・オフィス用エアコンディショナー
(床置形)

（業務用２）
ビル用マルチエアコンディショ
ナー

マルチ（個別制御）

ビル用マルチエアコンディショナー（天井カセット形、壁埋込形、
ウォールスルー形、外気処理等）

冷媒充塡量が多いため、壁掛型等とは異な
る安全上のリスク評価が必要。

ビル用マルチエアコンディショナー（床置形、床埋込形等）
漏えいしたガスが拡散しづらい構造のため､
壁掛型等とは異なる安全上のリスク評価が
必要。

（業務用３）
ガスエンジンヒートポンプエア
コンディショナー

シングル
／マルチ（同時）

ガスエンジンヒートポンプエアコンディショナー、ハイブリッド式ガス
エンジンヒートポンプエアコンディショナー（動力源として電動機と
ガスエンジンを併用するもの）

火気、振動源が近くにある（エンジン）、冷媒
漏えいしやすい構造（メカニカルシール）で
あるため、通常のパッケージエアコンディ
ショナーとは異なる安全上のリスク評価が必
要。

（業務用４）
設備用エアコンディショナー

シングル
／マルチ（同時/個別制御）

厨房用、工場用、電算機室用、クリーンルーム用、中低温用、ハ
ウス栽培用、粉じん汚染物質環境下用、エレベータ冷却用、リ
モート式、スポットエアコンディショナー等

それぞれの用途に応じて安全上のリスク評
価が必要。

一体型 シングル
工場用、電算機室用、クリーンルーム用、中低温用等、スポットエ
アコンディショナー等

それぞれの用途に応じて安全上のリスク評
価が必要。

（業務用５）
その他業務用エアコンディショ
ナー

－ －
冷房専用機、除・加湿専用機、電気以外のエネルギーを暖房の熱
源とする構造のもの（ガス・石油併用ヒーター形）、氷蓄熱式、そ
の他特殊用機器等

製品区分（中区分） 空調方式 圧縮方式 熱搬送方式 製品区分（詳細区分） 備考

中央方式エアコンディショナー 間膨式

容積圧縮式
（レシプロ、ロータリー、スク
ロール、スクリュー）

空気（ダクト式）又は水
×

エアハンドリングユニット又はファ
ンコイルユニット
の組み合わせ

チリングユニット

遠心式
（ターボ）

ターボ冷凍機

輸送機関用

製品区分（中区分） 空調方式 一体型／分離型 室内機の数 製品区分（詳細区分） 備考

輸送機関用エアコンディショナー 直膨式 一体型 シングル/マルチ

自動車用エアコンディショナー、貨物車用エアコンディショナー

農産機械用エアコンディショナー

鉄道車両用エアコンディショナー 高圧ガス保安法の適用除外

船舶用エアコンディショナー 高圧ガス保安法の適用除外



（参考）冷凍空調機器に用いられる代表的な冷媒の性質

4※京都議定書第二約束期間におけるＧＷＰ値（ＩＰＣＣ第４次報告書）

冷媒名
オゾン層
破壊係数

地球温暖化

係数※
主な用途 主な特性 備考

Ｒ‐２２ （ＨＣＦＣ） ０．０５５ １,８１０ 空調・冷凍冷蔵 －
補充用（新規機器への充てん不可）の
み生産・輸入可能。

Ｒ‐４０４Ａ
（ＨＦＣの混合）

０ ３,９２０ 冷凍冷蔵 － 現在主流の冷凍・冷蔵用冷媒。

Ｒ‐４１０Ａ
（ＨＦＣの混合）

０ ２,０９０ 空調・冷凍冷蔵 － 現在主流の空調用冷媒。

Ｒ‐１３４a （ＨＦＣ） ０ １,４３０ 空調・冷凍冷蔵 －
現在主流のカーエアコンディショナー、
大型冷凍機用冷媒。

Ｒ‐３２ （ＨＦＣ） ０ ６７５ 空調等 微燃性
Ｒ‐４１０Ａの代替として一部のエアコン
ディショナーに使用されている。

HFO-1234yf ０ ４
空調等で
検討中

微燃性
カーエアコンディショナーの代替冷媒候
補。

ＣＯ２ ０ １ 冷凍冷蔵・給湯 高圧力
自動販売機・給湯器で使用。また、冷凍
冷蔵ショーケース（別置型・一体型）の
一部で使用されている。

ＮＨ３（アンモニア） ０ １以下 冷凍冷蔵倉庫等 毒性
毒性の対策、管理が必要。２元系（ＮＨ３

とＣＯ２）の大型冷凍機に一部使用され
ている。

ＨＣ（炭化水素） ０ 数十以下
小型の一体型
冷凍冷蔵機器

燃焼性
強い燃焼性があり、家庭用冷蔵庫や自
動販売機など、冷媒量を少量に限って
使用されている。



空調機器, 58.1%

冷凍冷蔵機器, 32.6%

発泡・断熱材, 7.1%

噴霧器, 2.0%

その他, 0.2%

家庭用エアコンディショナー, 18.1%

店舗・オフィス用エアコンディショナー, 

6.9%

ビル用マルチエアコンディショナー, 

12.4%

GHP

（ガスエンジンヒートポンプエアコンディ

ショナー）, 4.7%

設備用エアコンディショナー, 

2.6%

その他業務用エアコンディショナー, 

0.1%
中央方式（容積圧縮式）, 0.5%

中央方式（遠心式）, 3.0%

輸送機関用エアコンディショナー,

9.6%

別置型ショーケース（コンデンシングユ

ニット）, 26.9%

輸送用冷凍冷蔵ユニット, 1.2%

冷凍・冷蔵ユニット, 1.0%

冷凍冷蔵用チリングユニット, 1.2%

内蔵型ショーケース, 0.8%

業務用冷蔵庫等, 0.3%

自動販売機, 0.0%

家庭用電機冷蔵庫, 1.3%

発泡・断熱材, 7.1%

ダストブロワー（遊戯銃に使用されるガ

スを含む）, 0.4%

エアゾール, 1.0% MDI, 0.6%
その他, 0.2%

２０１２年フロン類使用機器の総排出量比率（HFCのみ）
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空調機器におけるフロン類排出量（ＨＦＣ排出量）
◆ ２０１２年における空調機器からのフロン類排出量は、フロン類使用機器全体における総排

出量のうち、約６割（約1,600万トン-CO2）を占めている。

◆ 機器別に見ると、家庭用エアコンディショナー、ビル用マルチエアコンディショナー、店舗・オ
フィス用エアコンディショナーからの排出が多い。

27,738千トン-CO2
（２０１２年）

出典：温室効果ガスインベントリ報告書より経済産業省作成
※京都議定書第二約束期間におけるＧＷＰ値により試算



家庭用エアコンディショナーの分類
●家庭用エアコンディショナーの分類
・家庭用エアコンディショナーは、室内機と室外機が分かれた「分離型」と一体となった「一体型」に分けられる。

・分離型には、１つの室外機で１つの室内機を制御する「シングル」、１つの室外機で複数の室内機を同時に制御
する「マルチ」に分けられる。

・更に、設置形態により「壁掛形」「天井埋込形」「床置形」や、用途や使用環境に応じて寒冷地仕様、冷房専用等
の様々な分類がある。
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分離型・シングル 分離型・マルチ

一体型・シングル

その他、移動型などその他、冷房専用機や除湿専用機など

（スポットエアコンディショナー）

（ウィンド形）

（室外機）
（壁掛形室内機）

（天井埋込カセット形室内機）

（壁埋込形室内機） （床置形室内機）



業務用エアコンディショナーの分類①（直膨式）
・業務用エアコンディショナーは、室内機と室外機を冷媒配管で接続し、空調対象となる空間の近くで冷媒を膨張
して熱交換を行う「直接膨張式（直膨式）」と、冷凍機で冷却・加熱した空気や水を各空間まで移送し冷暖房を行う
「間接膨張式（間膨式）」に分けられる。
・設置形態、利用用途、使用環境等に応じて、家庭用エアコンディショナー以上に多種多様な機器がある。
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ビル用マルチエアコンディショナー

ガスエンジンヒートポンプエアコンディショナー

室外機

その他の業務用エアコンディショナー（設備用等）

●工場用、中低温用（食品加工場等）、ク
リーンルーム用、電算機用(サーバー
ルーム)など、用途に応じて機能等を調整
した機種が多数販売されている。

●その他、ガス・石油併用ヒーター、氷蓄熱
式などの特殊製品がある。

●室外機１台に対して、複数の室内機を
接続し、複数の部屋で個別に温度・湿
度等を調整出来るのが特徴。

●各部屋まで冷媒を循環させるため、一
般的に非常に冷媒充塡量が多い。

●原動機にガスエンジンを利用したエアコン
ディショナーで、基本的に電気式とほぼ同
様の種類がある。最近では、ガスエンジン
とモーターを併用したハイブリット型も販売
されている。

●燃料（都市ガス、ＬＰガス等）や着火プラグ
が機器内にあること、エンジン駆動時に振
動が生じること等から電気式とは異なる。

●家庭用とは電安法等における対応
規格が異なる。

●広い空間をむらなく空調することを
目的としたマルチ式（同時マルチと
呼ばれる）もあるが、個別制御はで
きないものが一般的。

＜業務用エアコンディショナー（直膨式）の例＞

室内機

室外機

室内機

室内機
（床置形）

室外機

店舗・オフィス用エアコンディショナー

（四方向吹き出し
カセット形）

（天井吊り下げ形）

（天井埋込隠蔽形）

（壁掛形）
（床置形）



業務用エアコンディショナーの分類②（間膨式）
●業務用エアコンディショナー（間膨式）

・通常、機械室などにある熱源機（冷凍機、ボイラなど）で冷却（加熱）した水や空気等を水配管やダクトにより空
調対象となる空間まで移送し、エアハンドリングユニットやファンコイルユニットと呼ばれる室内機により空気を調
整して送風する方式。冷媒（フロン等）は機械室内で使用される。

・圧縮方式（コンプレッサー）の違いにより「容積圧縮式」と「遠心式（ターボ式）」に分けられ、それぞれ適した冷媒
の種類が異なる。
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容積圧縮式 遠心式（ターボ式）

＜業務用エアコンディショナー（間膨式）の例＞

スクリュー スクロールロータリー
ターボ

レシプロ



（参考）空調機器の出荷状況①
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※冷房専用機、ウィンド型含む
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設備用エアコンディショナーの国内出荷台数の推移 ガスエンジンヒートポンプエアコンディショナーの国内出荷台数の推移
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